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実践的基礎知識 為替編(2) ＜対米ドルレートを見る＞

実践的基礎知識 為替編(2) ＜対米ドルレートを見る＞ 2015/10/19

Vol.7

0.75

0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

1.05

1.10

12/1 12/7 13/1 13/7 14/1 14/7 15/1

70

75

80

85

90

95

100

105

110

12/1 12/7 13/1 13/7 14/1 14/7 15/1

70
75
80
85
90
95

100
105
110
115
120
125

12/1 12/7 13/1 13/7 14/1 14/7 15/1

対米ドルレートを見る

各通貨の価値・価格は交換できる米ドルの量で表示されます。各通貨の価値が上がっているか下がっているかを見るには、
対米ドルレートの推移を見る必要があります。通貨の動きを見る時は、通貨自体の価値が上がったか下がったか（対米ドル
レート）、円が対米ドルで下落して評価額が上がったか下がったかを確認することが重要です。

当資料をご利用にあたっての注意事項等

●当資料はピクテ投信投資顧問株式会社が作成した資料であり、特定の商品の勧誘や売買の推奨等を目的としたものではなく、また特定の銘柄および市

場の推奨やその価格動向を示唆するものでもありません。●運用による損益は、すべて投資者の皆さまに帰属します。●当資料に記載された過去の実績

は、将来の成果等を示唆あるいは保証するものではありません。●当資料は信頼できると考えられる情報に基づき作成されていますが、その正確性、完全

性、使用目的への適合性を保証するものではありません。●当資料中に示された情報等は、作成日現在のものであり、事前の連絡なしに変更されることが

あります。●投資信託は預金等ではなく元本および利回りの保証はありません。●投資信託は、預金や保険契約と異なり、預金保険機構・保険契約者保護

機構の保護の対象ではありません。●登録金融機関でご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の対象とはなりません。●当資料に掲載されている

いかなる情報も、法務、会計、税務、経営、投資その他に係る助言を構成するものではありません。

図表1：豪ドルの対円、対米ドルレートの推移
（期間：2012年1月～2015年2月）対米ドルレートの確認

前回の当レポート為替編（1）では、金や原油など国際的に取
引されているモノの価値・価格は、交換できる米ドルの量で表
示され、一定量の金や原油との交換で得られる米ドルの量が
増えることを、金や原油の「価値・価格が上がった」と表現する
ことをご説明しました。同様のことが通貨にも言うことができ、
各通貨の価値・価格は交換できる米ドルの量で表示されます。
各通貨の価値が上がっているか下がっているかを見るには、
対米ドルレートの推移を見る必要があります。

例えば、各国の通貨政策は当然ながらその国の（自国）通貨
の対円レートではなく、対米ドルレートや主な貿易相手国通
貨とのレートを見て決められています。対円レートが上昇して
いるからと言って通貨高対策をしている訳ではありません。

2015年5月に利下げをした豪中銀の声明を見ると「豪ドル相
場は、この１年で米ドルに対して顕著に下落したが、通貨バス
ケットに対しては対米ドルほどではない。特に主要コモディ
ティ価格が大幅に下落している状況を踏まえると、豪ドルがさ
らに下落する可能性があるとともに、その必要性もあるとみら
れる。」とあります。日本では豪ドルの対円レートを考えがちで
すが、外国の金融政策を見る上ではまず対米ドルレートを確
認することが重要となります。

実際に為替レートの推移を確認してみましょう（図表1）。青枠
と緑枠で囲んだ期間の豪ドルの対円レートを見ると、豪ドルが
上昇あるいは横ばいになっているように見えますが、同期間
の対米ドルレートを見ると豪ドル自体の価値は横ばいあるい
は下落していることが分かります。

図表2：米ドル対円レートの推移
（期間：2012年1月～2015年2月）
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出所：ブルームバーグのデータを使用しピクテ投信投資顧問作成
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データは過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆あるいは保証する
ものではありません。
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円安ドル高の進行と各資産の円建て評価額の変化

海外の株式や債券などに投資して上昇した場合、そのもの自
体の価値が上がって上昇したのか、為替が円安になって上
昇したのかを確認することが重要ですが、原油などの商品価
格や豪ドルなどの通貨も同じです。通貨の動きを見る際も対
米ドルレートが上昇したのか、ドル円レートが円安になって対
円レートが上がったのかを考える必要があります。

例えば、カナダドルの動きを見てみましょう（図表3）。2014年7
月15日のカナダドルの対円レートは94.5円、2015年8月5日の
対円レートは94.5円で、対円レートで見るとカナダドルは変化
がないように見えます。しかしながらこの間、カナダドルの対
米ドルレートは0.93米ドルから0.76米ドルへ-18.3％も下落し
ておりカナダドルの価値は大きく下落しています。対円で見る
と変化が大きくないように感じられるのは同じ期間米ドル円の
為替レートが22.4％米ドル高円安に進んだからだと分かりま
す。このように通貨の動きを見る時は、通貨自体の価値が上
がったか下がったか（対米ドルレート）、円が対米ドルで下落
して評価額が上がったか下がったかを確認することが重要で
す。

図表3：円建ての通貨の価値・価格の上昇要因

※原油：WTI原油価格、金：金スポット価格
出所：ブルームバーグのデータを使用しピクテ投信投資顧問作成

ではその期間の豪ドルの対円レートはどうして上昇もしくは横
ばいで推移していたのでしょうか。同期間の米ドル円レートを
見てみると米ドル高円安が進んでいることが分かります（図表
2）。

つまり、この期間に豪ドルの対円レートが上昇した理由は豪ド
ルの価値が上昇したのではなく、円の価値が下落したためだ
と分かります。円の価値が下落したのですから日本円で表示
する豪ドルの価値（豪ドルの対円レート）だけでなく、金の価
値やハワイのチョコの値段も上がっていることになります。

原油 金 豪ドル
カナダ
ドル NZドル

2012年1月31日

何＄？ 98 1,738 1.07 1.00 0.83 

× × × × ×

１＄＝何円？ 76.4 76.4 76.4 76.4 76.4

何円？ 7,487 132,783 81.7 76.4 63.4 

2014年7月15日

何＄？ 100 1,310 0.94 0.93 0.88 

× × × × ×

１＄＝何円？ 101.6 101.6 101.6 101.6 101.6

何円？ 10,160 133,096 95.5 94.5 89.4 

2015年8月5日

何＄？ 45 1,087 0.74 0.76 0.65 

× × × × ×

１＄＝何円？ 124.4 124.4 124.4 124.4 124.4

何円？ 5,598 135,223 92.1 94.5 80.9 

2014/7/15～
2015/8/5の変化

価値変化

-55.0% -17.0% -21.3% -18.3% -26.1%（何＄）

円評価変化

-44.9% 1.6% -3.6% 0.0% -9.5%（何円）

米ドル円

22.4%レート変化=

データは過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆あるいは保証する
ものではありません。
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実践的基礎知識 リスク編（ 1 ） ＜投資とは？＞

具体的には、iTrustシリーズのバリュエーションレポートやピクテの短
期・⻑期の投資環境⾒通しを紹介した戦略レポート「Barometer」
「Secular Outlook」、投資の基本をやさしく学べる「BASE VIDEO & 
TEXT」、コラム「投信新世代のための基礎知識」など、様々なコンテ
ンツが用意されています。

ピクテのiInfoには投資家のみなさまの、
「プロ並みのファンドや市場環境の情報がほしい」
「投資に役⽴つ知識を⾃分のペースで学びたい」
…というご要望を満たす様々な情報をご用意しております。

「iInfo」はピクテのインターネット専用「iTrust」シリーズの
受益者のみなさまにご提供する会員限定サービスです。

iInfoのFacebookページができました！
ここでは、私たちが日々取り組んでいることや、
みなさまのお役に⽴てそうなことなど、
様々な情報をお届けしてまいります。

https://www.pictet.co.jp/itrust/iinfo

iInfo by Pictet Facebookページ
https://m.facebook.com/iinfo.pictet.jp/

（Facebookで「iInfo」
と検索してください）

iInfo by Pictet Facebookページのご紹介

iInfo詳細はこちら

iInfo （「iInfo」で検索してください）

iInfo


